
ファーストフードと大学生活との

関連：日米比較研究

ジョヴォン・ハッチンス
ジェシカ・ネギン

アドバイザー:
齋藤‐アボット佳子
関根繁子

春学期2017



1. 研究の重要性
2. 研究質問
3. 研究背景:

a. ファーストフードの定義
b. ファーストフードレストランの歴史
c. ファーストフードに対する文化と認識
d. 消費者の食に対する価値観
e. ファーストフードの消費率
f. 人気のあるファーストフードレストラン
g. ファーストフードの栄養価
h. ファーストフードを食べる心理的な要因
i. メディアと広告

4. 研究方法
5. 調査結果
6. 結論
7. 研究の限界点と将来の研究
8. 参考文献
9. 感謝の意

概要



研究の重要性

- 日本とアメリカでは、ファーストフードは大学生の食生活には不
可欠なものである。

- 日本とアメリカでは同じようなファーストフードがあるが、アメリカ
のファーストフードの方が健康的なイメージが少ない。

- 私達は日本とアメリカの大学生がどのようにファーストフードにつ
いてみているか、またファーストフードが大学生の日常生活にど
のように影響を与えているかを知りたい。



研究質問

1. 日米の大学生はどのようにファーストフードを観ている

のか。

2. ファーストフードは日米の大学生の食生活とダイエットに

どのように影響しているか。



研究背景の概要
a. ファーストフードの定義
b. ファーストフードレストランの歴史
c. ファーストフードに対する文化と認識
d. 消費者の食に対する価値観
e. ファーストフードの消費率
f. 人気のあるファーストフードレストラン
g. ファーストフードの栄養価

h. ファーストフードを食べる心理的な要因：
- ストレス
- 意思決定疲労

i. メディアと広告：
- マクドナルド（日本）

- タコベル（アメリカ）
- マクドナルド（日本）



- 迅速に準備して提
供できる食べ物

- 「ファーストフード
レストラン」として
分類された食べ物

(Merriam-Webster)

ファーストフードの定義

様々なファストフードのロゴ



アメリカ 日本

アメリカのファーストフード産業は早くから発達した。戦後アメリカが日本
を占領し、日本のファストフード産業も影響された。アメリカ人の典型的な
食事には砂糖が多いが、日本人の典型的な食事にはたくさん野菜が含

まれる。

ファーストフードレストランの歴史

(http://www.awrootbeer.com/aw_history.php)

(http://maxsielaff.de/)

(https://www.krispykreme.com/about/Our-Story)

(Skrabec, 2012)

(https://www.yoshinoya.com/)

(Crago, 2015)

(http://japan.kfc.co.jp/company/history.html), 
(http://www.orangefoodcourt.co.jp/domdom/dom_index.html), 
(Palmer)

(mcdonalds.co.jp)

吉野家アメリカの最初のオートマット

クリスピークリームドーナッツ KFC、ドムドムハンバーガー、ダンキンドーナツ

マクドナルドマクドナルド

1958

http://www.awrootbeer.com/aw_history.php
http://maxsielaff.de/
http://japan.kfc.co.jp/company/history.html
http://www.orangefoodcourt.co.jp/domdom/dom_index.html


アメリカ 日本

1950年代にファーストフードは
文化として社会に根付いてきた

1960年代にファーストフードは
文化として社会に根付いてきた

ファーストフードはアメリカの発
明と考えている

世代間格差：
年上の世代         ファーストフード

は外国ものだ
若い世代        ファーストフードは

日本ものだ

アメリカの食生活はファーストフー
ドによって変化を遂げ、 現在では

最大の産業の一つとなった

利便性とすぐに得られる満足感が
社会的価値観に大きな変化を起

こした

ファーストフードに対する文化と認識

(Rappoport, 2003)
(Traphagan & Brown, 2002)
(Schlosser, 2001)



消費者の食に対する価値観
アメリカ 日本

1. 味 1. 気分

2. 価格 2. 安全

3. 栄養 3. 体重管理

4. 便利さ 4. 便利さ

5. 体重管理 5. 価格

消費者のニーズや欲求は所得とともに変化する傾向がある
つまり、大学生には安価なファーストフードが魅力的

(Lavoie, 1994, as cited in Jussaume & Higgins,1998)
(Glanz et. al., 1998)

(Asakawa & Okano, 2013)



ファーストフードの消費率

アメリカ人は日
本人に比べてよ
り頻繁にファー
ストフードを食

べる

(Japan - average fast food consumption per week, 2016)
(Gallup, 2013)

28%アメリカ

日本16%

１週間に1回ファーストフードを食べる人の割合



アメリカ 日本

1. Chick-fil-A 1. マクドナルド

2. Chipotle 2. ミスタードーナツ

3. Panera Bread 3. モスバーガー

4. Papa John’s 4. KFC

5. ピザハット 5. サブウェイ

人気のあるファーストフードのレストラン

(Bowerman, 2015) (Dinh, 2013)



食べ物 アメリカ 日本

マクドナルド:
ビッグマック
(mcdonalds.com)
(mcdonalds.co.jp)

540 エネルギー
28g 脂質
950mg ナトリウム
46g 炭水化物

530 エネルギー
28.2g 脂質
970mg ナトリウム
41.9g 炭水化物

サブウェイ: 
サブウェイクラブ
(subway.com)
(subway.co.jp)

310 エネルギー
4.5g 脂質
840mg ナトリウム
46g 炭水化物

295 エネルギー
6.4g 脂質
993mg ナトリウム
41.5g 炭水化物

バーガーキング: ワッパー

(bk.com)
(burgerkingjapan.co.jp)

630 エネルギー
38g 脂質
810mg ナトリウム
49g 炭水化物

750 エネルギー
48.8g 脂質
884mg ナトリウム 
50.1g 炭水化物

ファーストフードの栄養価

アメリカのファーストフードはカロリーや炭水化物が多いが、
日本のファーストフードは脂質やナトリウムが多い。



ファーストフードを食べる心理的な要因：
ストレス

多くの文献によると、ストレスが溜まっている時、カロリーが高
く、甘くて、油の多い食品を食べる傾向にあり、それがファースト

フードの過食に繋がる
(Lattimore et al., 2004; Sulkowski et al., 2013; Errisuriz et al., 2016)

高ストレス環境
（例：大学）

ファーストフー
ドの過食

❖ ストレスが溜まると、
ファーストフードへの
欲求も増える

❖ ほとんどのファースト
フードへの欲望は油
の多い食べ物や甘い
食べ物によって引き起
こされる (Chao, 
2015)



消費は多くの心理的要因の影響を

受ける 
- 意思決定疲労はこれらの要因

の一つ。この現象は夜にファー
ストフードへの食欲が増すこと
を表している
(Danziger et al., 2011)

ファーストフードを食べる心理的な要因：
意思決定疲労



メディアと広告

- アメリカも日本もメディアと広告は若い世代をターゲット
にしている 

(Orciari, 2013; Iwase, 2010)

「マックでDS」の広告 子供が好きなキャラクターを使ったキャンペー
ンの広告



メディアと広告:
- マクドナルドは、特に十代と大学の女性向けに「マックラップ黒酢チキン」

を販売した。
- 「黒酢」は 美容にいいと女性に人気

- 蛯原友里が宣伝に器用された

- 男性客にアピールするだけでなく、多くの若い女性にも完璧という印

象が強いため (Iwase, 2010)

マクドナルド（日本）

蛯原友里マックラップ黒酢チキン



タコベル（アメリカ）

- タコベルのダイエットに焦点を合わせたキャンペーン
- ある女性が1週間に5回フレスコメニューを食べ、54ポン

ドの減量に成功

(Park, 2010)

クリスティン・ダウエティ「ドライブスルー・ダイエット」広告

メディアと広告:



メディアと広告:
マクドナルド（日本）

マクドナルド・日本は、特別割引、食べ物、ゲームなどが当たる、子
供と十代の若者をターゲットにしたニンテンドーDSを使ったキャン

ペーンを開始した
(Iwase, 2010)

「マックでDS」の広告



研究方法

アンケートの回答者: 大学生63方
● - 日本人大学生28方

○ - 女子学生19方、男子学生9方
● - アメリカ人大学生35方

○ - 女子学生23方、 男子学生10方、その他2方

研究調査:
 オンラインによるアンケート(Google Form)
- 日本語によるアンケート、英語によるアンケート

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSf043V2HOC9eEAr1_o5e2kjy0d_-r_mMj2l-P9a2eVcSDUVJQ/viewform?usp=sf_link
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSc5gxix5v2HsD_o8fd_AzWXAvRpYVwKZuUtDFWGmfvYJ_nqeg/viewform
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSf043V2HOC9eEAr1_o5e2kjy0d_-r_mMj2l-P9a2eVcSDUVJQ/viewform?usp=sf_link


研究質問 1

日米の大学生

はどのように

ファーストフー

ドを観ている

のか。



日本の大学生はファーストフードに費やしている金額は一ヶ月5000円以下で、アメ
リカの大学生は一ヶ月にゼロから一万円までも費やしている。

月々ファーストフードのために、どのくらいお金を使いますか。

アメリカ 日本

その他

￥0-5000

￥0-5000

￥5100-10000



アメリカと日本の大学生はファーストフードはカロリーが高く、栄
養価はあまりないと信じている。

次の文章をどのように思いますか：「ファーストフードはカロリー
が高くて、栄養価はあまりない。」

アメリカ 日本

非常に同意する
46.4%

同意する
20%

同意する
46.4%非常に同意する

77.1%



ほとんどのアメリカ人と日本人は、安くておいしいファーストフードが重要だと考えて
いる。しかし、多くのアメリカ人はどこでもいつでもアクセスできる点、また日本人は料

理をしなくてもよい点も重要だと思っている。

ファーストフードを食べる時に、最も重要なものを三つ選んでく
ださい。

日本とアメリカ

アメリカ

日本



日本人とアメリカ人のほとんど全員がサブウェイを最も健康的
なファーストフードレストランだと感じている。

下記の中で一番健康的だと思うレストランを選んでください。

アメリカ 日本

サブウェイ サブウェイ



アメリカの大学生の54.3％はクリスピークリームが最も不健康であると考えている。
しかし、日本人の大学生の64.3％はマクドナルドが最も不健康であると考えている。

下記の中で一番健康的でないと思うレストランを選んでくださ
い。

アメリカ 日本

クリスピー・ク
リーム

マクドナルド



アメリカの大学生の77.1％はカロリー情報を見つけるのは簡単だと考えている。一
方、日本人の大学生の答えは半数以下だった。

食べ物のカロリーの情報を見つけることはどれくらい簡単です
か。

アメリカ 日本

簡単
40%

簡単
10.7%

やや簡単
37.1%

やや簡単
35.7%やや難しい

39.3%

やや難しい
14.3%

難しい
14.3%



アメリカの大学生の大多数は、広告が大学生を対象としていると思っているが、日本
の大学生は、そう思っていない。

次の文章をどのように思いますか：「ファーストフードのレストラ
ンの広告は大学生を対象としたものだと思う。」

アメリカ 日本

非常に
同意する
45.7%

同意する
37.1%

同意する
28.6%

同意しない
60.7%

全く同意しない
10.7%



1. アメリカ人と日本人の学生共に、ファーストフードは健康的でないと思っ
ている。カロリー情報はアメリカの方がより簡単に見つかることがわかっ
た。

2. アメリカ人の大学生は、日本人の大学生よりファーストフードにに多くの
支出をする。日本の大学生は広告が大学生をターゲットにしていないと
思っているが、アメリカの大学生は強くそう思っている。

3. それぞれのグループにはファーストフードが不健康な食べ物と言う考え
方があるが、サブウェイはどちらのグループにも最も健康だと思われて
いる。これはサンドイッチを作るのに使われる野菜の量が多いためかも
しれない。

研究質問1のまとめ



研究質問 2

ファーストフー

ドは日米の大

学生の食生活

とダイエットに

どのように影

響しているか。



日米の大学生は家で頻繁に料理するが、アメリカの大学生は
日本の大学生よりも家で朝食を食べる。

一週間にどのくらい家で御飯を作って食べますか。



アメリカの大学生は日本の大学生に比べてより頻繁にファース
トフードを食べる。

どのくらいの頻度でファーストフードを食べますか。

アメリカ 日本

よく食べる
37.1%

かなりよく食べる
14.3%

時々食べる
22.9%

あまり
食べない
20% あまり

食べない
28.6%

時々食べる
53.6%

よく食べる
7.1%



日米の大学生は身体のイメージはダイエットに影響を受けると考えるが、 ア
メリカの大学生はこのことに対しより強く感じている。

次の文章をどのように思いますか：「ファーストフードは
私の身体の形や外見に影響を与える。」

日本アメリカ

同意する
64.3%

同意する
40%

非常に同意
する
42.9%

非常
に同意する
21.4%

同意しない
14.3%同意しない

14.3%



前の質問で、「同意しない」「全く同意しない」を選
択した人は、なぜそう思いましたか。

アメリカ 日本

その他

何人かのアメリカの大学生はファーストフードのレストランは低カロリーでヘルシーな食べ物も
提供し、日本の大学生は新鮮でヘルシーな食べ物もあると答えた。

その他その他

低カロリー

ヘルシーな

ヘルシーな新鮮な



日米の大学生はファーストフードを食べる節度を守れば外見に
影響しないと思っている。

前の質問で、「同意しない」「全く同意しない」を選
択した人は、なぜそう思いましたか。(続き)

アメリカ 日本

“食べる節度を守れば影響しない
と思うから”

“他の食事で気をつけている”

“いくら食べても太らない体質だ
から”

“食べる節度を守れば影響しない
と思うから”



両国の学生は、「たくさん野菜を食べる」、「夜遅くに食べない」、「ファースト
フードのレストランを避ける」ことを、健康を意識した方法だと考えている。

健康的な食生活とはどのような事だと思いますか。

日本とアメリカ

日本とアメリカ



アメリカの大学生の方が、日本の大学生よりも気分が悪く
なると感じる。

ファーストフードを食べた後の、気分はどうですか。

アメリカ 日本

よくない

普通

普通



日米の大学生共にストレスが溜まった時ファーストフードを食べ
たいと感じる。

下記の中で最もファーストフードを食べたいと感じ
る時はどれですか。

アメリカ 日本

その他

その他

その他

ストレスが
たまった時

ストレスが
たまった時



日本の大学生には時間と便利さが大切で、アメリカの大学生は自分で料理
をしたくないという理由が多かった。

下記の中で最もファーストフードを食べたいと感じる時は
どれですか。(続き)

アメリカ 日本

“料理したくない時”
“気分が悪くて料理できない時”

“時間がないとき”
“外出中にすぐに食事を済ませた
い時”

“何もしたくない時”
“疲れた時”

“お腹がとても減っているとき”



アメリカの大学生は夜間にファーストフードを食べる傾向があ
り、日本の大学生は午後に食べる可能性が高い。

一日の中で最もファーストフードを食べたいと感じ
る時間はいつですか。

日本アメリカ

夜
夜

昼過ぎ
昼過ぎ



日本の大学生はアメリカの大学生よりも「値段は高いが健康的
なファーストフード」を選んだ。

上記のファーストフードのレストランよりも値段は
５０％高いが、美味しくて健康に良いレストランに行きたいと

思いますか。

アメリカ 日本
非常に行きたい
10.7%

非常に行きたい
22.9%

行きたい
22.9% 行きたい

53.6%

行きたくない
34.3%

全く行きたくない
17.9%

行きたくない
17.9%

全く行きたくない
20%



1. 日米の学生は、ファーストフードが食生活が体のイメージに影響
を与えると思っている。
a. アメリカの大学生はファーストフードが自分の体に、より影響

を与えると信じているが、食べた後に気分が悪いと感じるに
も関わらずファーストフードを食べ続ける。

2. 日米の大学生の健康に対するアイディアは似ているが、ファー
ストフードが体に及ぼす影響を軽減するために、節制が最も重
要だと考えている。

3. 両国の大学生共にストレスはファーストフードを食べる主な動機
である。

研究質問2のまとめ



結論

1. アメリカの大学生はファーストフードをより頻繁に食べ、日米
の大学生はファーストフードから不健康な影響を感じていると
いうことがわかった。その悪影響にもかかわらず大学生は
ファーストフードを食べ続けるが、その理由はおそらくストレス
が原因。

2. 日本の大学生はアメリカの大学生より、健康的なファースト
フードに高い金額を払う傾向にあるが、日本の大学生にもア
メリカの大学生にもファーストフードを選ぶ時に価格が重要な
要素になる。

3. アメリカも日本も健康の概念は似ているが、不健康の概念は
極めて異なり、アメリカでは「砂糖の量の多さ」、日本では「野
菜が使われる量の少なさ」。



研究の限界点と将来の研究

限界点：
- 回答者の数が少ない、主に女性
- 日本人の回答者よりアメリカ人の回答者が多い

- 結果を一般化する事は難しい

将来の研究：
- 体に影響するファーストフードのより詳細な研究
- 不健康な食品に対する見解の違い

- 何が「健康・不健康」かに対する質問する
- 男女の回答者数を均等にする
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